
令和７年度 地域未来交付金
（旧地方創生推進交付金）

企画財政課

［事業の効果検証］
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• 事業概要【Divercity×Artで持続可能なまちづくり事業】

申請者 石川県珠洲市 初回採択回 令和５年度第１回募集

事業計画期間 R5-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費） 107,134千円（34,800千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的（効果）
・震災を免れた「Art」作品も含め、多様な地域資源を活用し交流人口・関係人口の継続的な拡大を図る
・多様な地域資源に関する市民の理解を深めるとともに、地域の人材が活躍し関係人口・定住人口を創出する
・次世代リーダーの育成を通じ交流人口・関係人口の拡大を図るとともに創造的復興につなげる

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

〇小中学校における生き物観察会・SDGs学習
・生きもの観察会（委託料）1,000千円（実績：69人）
・SDGs学習（負担金）6,000千円（実績：222人）
〇移住相談窓口運営事業
・移住相談窓口の運営（負担金）3,000千円
（実績：相談件数95件、移住者数48人）
〇震災後における芸術祭関連事業の交流・関係人口の拡大事業
（負担金）4,800千円（実績：ツアー受入数375人）
○能登里山里海SDGsマイスタープログラムの運営
（負担金）20,000千円（実績：R7修了者39人）

※令和6年能登半島地震に伴う特例措置により、令和7年度以降
に事業を１年ずつ後ろ倒しし、取り組み可能な事業に変更した。

KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累
計」の目標値

①震災後の芸術祭関連ツアー受入数　（＋2,500人）
②能登里山里海SDGsマイスター育成プログラム受講者数
　（＋48人）
③小学校における生き物観察会・SDGs学習受講数
　（+350人）
④移住相談窓口におけるインターンシップ・ワークショップ等受入数
　（＋36人）

関連
URL

（効果検証）
https://www.city.suzu.lg.jp/life/3
/27/146/

令和７年度実施分



令和７年度 地方創生推進交付金事業
（Divercity×Artで持続可能なまちづくり）

ＫＰＩ
（評価指標）

項目
（震災による特例によりKPI①②はR7から変更）

単
位

Ｒ５実績値
※カッコ内は目標値

Ｒ６実績値
※カッコ内は目標値
※交付金活用せず参考値

Ｒ７実績値
※カッコ内は目標値

ＫＰＩ①
・震災後の芸術祭関連ツアー受入数(R7～)
・芸術祭会期外における常設作品ツアー
 受入数(R5･6)

人 5,497
（500）

334
（3,500）

357
（1,000）

ＫＰＩ②
・能登里山里海SDGsマイスター育成
 プログラム受講者数(R7～)
・食の拠点施設における売上額(R5･6)

人
千円

21,992千円
（20,000）

265千円
（5,000）

39
（23）

ＫＰＩ③ ・生き物観察会・ＳＤＧｓ学習の受講者数 人 320
（110）

310
（120）

291
（120）

ＫＰＩ④ ・インターンシップ・ワークショップ等
 受入者数 人 11

（8）
10

（10）
10

（10）

※実績値が赤字の場合は目標未達

ＫＰＩについて（R6は震災による特例によって、事業を１年ずつ後ろ倒したため交付金は未活用）   



申請者 石川県珠洲市 初回採択回 令和5年度第１回募集

事業計画期間 R5-R8年度 期間中の総事業費 112,634千円

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 地方への人の流れ分野

目的・効果
・震災を免れた「Art」作品も含め、多様な地域資源を活用し交流人口・関係人口の継続的な拡大を図る
・多様な地域資源に関する市民の理解を深めるとともに、地域の人材が活躍し関係人口・定住人口を創出する
・次世代リーダーの育成を通じ交流人口・関係人口の拡大を図るとともに創造的復興につなげる

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】
〇小中学校における生き物観察会・SDGs学習
〇移住相談窓口運営事業
〇震災後における芸術祭関連事業の交流・関係人口の拡大事業
○大学連携による創造的復興に向けた次世代リーダー育成事業
○復興に係る各事業、計画との連携を図る復興促進プログラム事業
※令和6年能登半島地震に伴う特例措置により、令和7年度以降に事業を１年ずつ後ろ倒
しし、取り組み可能な事業に変更した。

【主な経費】
・生きもの観察会（委託料）1,000千円
・SDGs学習（負担金）7,500千円（のとの自習室実（うち1,000千円））
・移住相談窓口の運営（負担金）3,000千円
・能登半島地震後の芸術祭作品等のインパクトを発信（負担金）4,800千円
・能登里山里海SDGsマイスタープログラムの運営（負担金）20,000千円
・復興加速化検討プログラム事業
復旧・復興に係る各事業や計画の位置づけや事業可能性、運営方法等の精査
を行うことで相乗効果を生み出す（委託料）4,000千円

KPI
※カッコ内の数値は実施計画
における「KPI増加分の累計」

の目標値

①震災後の芸術祭関連ツアー受入数(＋2,500人)
②能登里山里海SDGsマイスター育成プログラム受講者数(+48人)
③小学校における生き物観察会・SDGs学習受講数(+390人)
④移住相談窓口におけるインターンシップ・ワークショップ等受入数(＋39人)

URL
※交付金の具体的使
途・実施体制・効果検
証の結果及び改善方策
への反映が記載されてい

るURL

https://www.city.suzu.lg.jp/life/3
/27/146/

令和８年度実施分事業概要：Divercity×Artで持続可能なまちづくり事業


